
【日 時】 令和８年９月１４日（月）
１３：３０-１５：２５（受付開始 １３：００）

【会 場】富山県新世紀産業機構
富山技術交流ビル２階研修室（富山市高田529番地）

【開催方法】会場またはZoomを使ったWEBセミナー

【定 員】会場：４０名先着（多数の場合は調整させていただきます）
オンライン視聴：１００名

【対象者】県内企業の経営者・技術者、大学研究者、支援機関等

【申込み】令和８年９月１０日（木）１７時締切

  申込み方法視聴方法に応じて以下の①または②の方法で申し込みください。
①会場参加を希望される方は、裏面の申込用紙に記入のうえ、FAXまたは電
子メールに添付して送信願います。

②オンライン視聴：次のURLあるいは二次元コードのフォームから申込みください。

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_9DrPfiNMQ0afAGA -8OgwLQ

お問合わせ （公財）富山県新世紀産業機構
イノベーション推進センター

TEL： 076-444-5636 FAX： 076-433-4207

E-mail： k.yasuda@tonio.or.jp （ 担当：安田 ）

「令和８年度 サーキュラーエコノミー
                     最新動向セミナー」

参加費
無料

サーキュラーエコノミー動静脈連携強化

【講演】 「資源制約・環境制約に対応した
サーキュラーエコノミーに向けた取組について」

経済産業省 GXグループ 資源循環経済課長 三牧 純一郎 氏

【講演】 「家電分野における循環型ものづくりとCE進化の取組」

パナソニックホールディングス株式会社 MI本部

CEエキスパート 田島 章男 氏

サーキュラーエコノミーに対する理解を深め、
各企業・団体等における取組の推進及び新たな事
業展開に資することを目的として開催いたします。
是非ご参加ください。

※会場では、講演終了後に名刺交換会を開催いたします
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留意事項

⚫ 参加者は事前登録制にしておりますので、視聴用のURLを別の方へ転送することはお控え
ください。視聴は、1メールアドレスに付き、1名とします。

⚫ 著作権保護等の点から、講演の録画、録音、撮影、およびSNS等へのアップロードは禁止
いたします。

⚫ Zoomは無料でご利用いただけますが、インターネットに接続するための通信料金は、参加
者のご負担となります。

⚫ 講演資料の印刷は可能ですが、データの公開やコピーは禁止いたします。
⚫ ご提供いただいた氏名等の個人情報は、当セミナーの運営のみの目的で使用し、他の目的

には使用しません。

企業名・団体名

所在地
（〒 ）

連絡担当者

TEL E-mail

参加希望者名

E-mail

所属部署 職位・職名

会場での参加申込書

【プログラム内容】

  13:30～13:35 開会挨拶
13:35～14:30 （質疑応答含む）
「資源制約・環境制約に対応した

サーキュラーエコノミーに向けた取組について」

経済産業省 GXグループ資源循環経済課長 三牧 純一郎 氏

14:30～15:25 （質疑応答含む）
「家電分野における循環型ものづくりとCE進化の取組」

パナソニックホールディングス株式会社 MI本部
CEエキスパート 田島 章男 氏

15:25～15:40
「富山県におけるプラスチック資源循環促進に向けた取組み」

富山県生活環境文化部環境政策課廃棄物対策係
副主幹（リサイクル担当） 村澤 武洋 氏

15:40～16:00 名刺交換会（※会場のみ）

本年4月に策定した「循環経済行動計画」や、本年4月1日施行した「改正資源有効利用
促進法」など、我が国における資源循環経済政策の最新動向についてご紹介する。

パナソニックのサーキュラーエコノミー・資源循環取り組みの原点である家電リサイク
ル事業を起点に、製品価値の最大化と資源価値の最大化を両輪で推進するCEの考え方を
実例とともに紹介。あわせて、ライフサイクル全体で顧客価値最大化を目指す重要性や、
自律分解ロボットによるCEの進化についても解説する。

市町村や小売店舗と連携した家庭系プラスチックの回収や、排出事業者とリサイクル事
業者間のマッチング支援など、本県のプラスチック資源循環に関する取組についてご紹
介する。
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